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下水道管きょの
ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法の確立
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１．下水道管きょのストックマネジメントの動向

平成21 年度末現在の下水道普及率は約73％に

達し、約42 万kmにおよぶ膨大な管きょストックを

抱える。今後、施設の老朽化が進行し、施設管理

費の増大が予想され、計画的かつ効率的な施設管

理を行うことで所定の機能を継続的に発揮してい

く必要がある。その手法の１つがストックマネジ

メント（ＳＭ）である。

ＳＭ導入には、施設の健全状態を考慮した中長

期事業量の予測による合理的な事業計画立案が必

要であり、これにより、厳しい財政状況下で良好

な下水道サービスを維持することが可能となる。

また下水道事業は、生活環境の改善や公共用水

域の水質保全に寄与する一方、施設の建設や運転

時におけるエネルギー資源消費や温室効果ガスの

排出など、様々な環境負荷を与える側面を持つた

め、事業実施にあたっては、中長期的視点に基づ

く環境負荷量の評価を行う必要がある。

国総研では、ＳＭ手法の導入促進に資するため、

施設の健全度の評価・予測及び事業平準化手法、

地球環境に対する事業影響評価（ＬＣＡ）等の各

種要素技術について研究を行っている。

２．下水道管きょの健全度の予測

適切な中長期事業量の予測には、改築対象とな

る管きょ割合の経年推移を予測する健全率予測式

が必要である。健全率とは、任意の経過年数にお

ける調査対象管きょの劣化ランク毎の延長を総調

査延長で除したものであり、これを近似線で示し

たものが健全率予測式である。

国総研では、健全率予測式の精度向上のため、

布設年度別管きょ延長全国調査を用い、毎年度、

健全率予測式の更新を行っている（図－1）。

３．下水道管路施設へのＬＣＡの適用

下水道管路施設の環境負荷量算定にあたり、Ｌ

ＣＡを適用する場合の考え方を確立させるために、

管材製造-施工-管理-廃棄の各段階における管材

別，工法別等の環境負荷量原単位の情報収集を行

い、環境負荷量算定関数を作成した（図-2）。こ

れにより、環境負荷量算定が容易となり、新設・

改築時の工法選定の一資料として活用できる。

４．おわりに

下水道分野におけるＳＭへの取り組みは始まっ

たばかりであり、下水道事業を実施する自治体も

試行錯誤の状態である。このような中、国総研で

確立したＳＭ手法により、ＳＭの導入がより一層

促進されれば幸いである。

図－1 健全率予測式

図－2 環境負荷量算定関数グラフ（例）
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１．はじめに 

 道路構造物の高齢化が進みつつある今、損傷実

態及び今後の投資力の減少等を踏まえると、維持

管理の効率化が必要であり、このためには、デー

タに基づく科学的な維持管理を実現し、道路資産

マネジメントを高度化することが求められている。

直轄道路橋においては、「橋梁定期点検要領(案)」

(平成16年３月)に基づき、供用後２年以内の初回

点検とその後５年毎の定期点検が近接目視により

実施され、現在２巡目を迎えている。国総研では、

これら蓄積されつつある膨大なデータを用いた詳

細かつ多面的な分析をとおした研究を行っている。 

２．点検体系の最適化 

 定期点検は、５年毎、全橋、全部材に近接して

実施している。損傷発生・進行の特徴と関連要因

との相関関係が明らかにできれば、当該橋や部材

毎に点検項目と頻度を最適に組み合わせることで、

効率化できる可能性がある。そこで、この効率化

を目指して、損傷別、部材別、橋梁形式別、架橋

環境別等毎に、同一橋梁の同一箇所で行われた２

回の点検結果の推移を分析している。 

 点検は主に目視のため、部材内部の状態等は、

表面に症状が現れない限り把握できない。この弱

点を補完するためには、非破壊検査を含む特定の

点検が必要となる。この点検の実施箇所や時期を

絞り込むため、鋼部材の疲労き裂等の発生箇所・

時期等の特徴と関連要因との相関把握及び当該損

傷と橋の性能との関連付けを進めている。 

 また、点検は間欠的であり、突発的な事故等へ

の対応には限界があることから、位置の変化を常

時監視することにより致命的損傷を検知する手法、

更にはそれを点検体系へ導入するリスクマネジメ

ント手法について検討している。 

３．道路橋マネジメント手法の確立 

 マネジメントの基本は、上述の点検により当該

橋の現状を把握し、将来の状態を予測して、損傷

に対する補修・補強を適切な時期に行うことで、

ライフサイクルコスト(以下｢LCC｣という。)の縮減

を目指すことにある。橋の劣化は、橋個別の条件

により劣化や損傷の形態は多岐に渡ることから、

劣化予測の結果は必ずばらつきを有している。LCC

を試算する際、このことが重要な留意点であるこ

とから、信頼性の程度を合わせて明示する劣化予

測式の開発を行っている（図１参照）。 

 図１ 鋼鈑桁橋の主桁腐食の劣化曲線の例  

４．今後の研究方針 

 情報処理技術など最新の科学的手法を技術者が

使いこなし、個々の橋に最適化された点検が行わ

れると同時に、道路資産全体のLCCの最小化、利用

者のリスクの最小化が図られている賢い維持管理

体系の実現、更には、維持管理性を高めるために

耐久性を制御してばらつきを少なくする新設橋へ

の要求性能の確立に向けて、各方面と連携して、

これからも各種研究に取り組んでいく。 

【参考】道路構造物管理研究室HP(関連論文掲載) 

 http://www.nilim.go.jp/lab/gcg/index.htm 
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